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第１期宇治市観光振興計画後期アクションプラン総括 

 

平成 25 年度から令和４年度までの 10 年間を計画期間をとした第１期

宇治市観光振興計画は、「宇治茶に染める観光まちづくり ～みんなで淹れ

る おもてなしの一服～」というコンセプトのもと、「宇治らしさを極め

る」、「おもてなし力を極める」、「情報発信力を極める」の 3 つの基本方針

を定めました。その中で、アクションプラン取組期間を前期５年と後期５

年に分け、後期５年間は、前期の進捗状況や観光を取り巻く社会情勢の変

化等を踏まえて、１ 宇治茶ブランド活用戦略、２ 豊富な観光資源の保全・

活用戦略、３ 観光コンテンツの開発と魅力向上戦略、４ おもてなしの心

を持った人材育成・環境整備戦略、５ 情報戦略の向上、６ 外国人観光客

（インバウンド）対策の強化の６つの観光戦略を掲げ、目標に向けた施策

を展開していくこととしました。 

 

基本方針に沿った観光戦略に基づく取組を着実に進めてきたものの、令

和２年からは、現在も続く新型コロナウイルス感染症の拡大が、宇治市の

観光においても多大なる影響を与え、インバウンドは大幅に減少し、国内

観光客においても、マイクロツーリズムに代表されるように、ニーズやス

タイルが大きく変化しました。 

 

そのような大きな変化を受けながらも、宇治茶を活かした体験などの観

光振興、歴史的風致の維持向上に資する事業推進、お茶と宇治のまち歴史

公園の開園や放ち鵜飼といったオンリーワンコンテンツの創出、JR 宇治

駅前観光案内所のリニューアル等の環境整備や観光案内板の再整備、SNS

の積極的な活用、外国人観光客誘客に向けた海外向けプロモーションの強

化などの６つの観光戦略に基づき、お茶の京都 DMO や近隣市町村と連携し

て取り組んだことにより、空き家等を活用した新店舗の開業も多く見られ

るなど、WITH コロナ・POST コロナを見据えた「観光都市・宇治のブラン

ド力を高める」取組を進めることができました。 

 

 しかしながら、観光動向調査の速報値において、コンセプトに掲げた宇

治茶に対する満足度や訪問率は目標値を上回ったものの、リピーターの割

合やお土産購入率が目標値を下回るなど、今後も引き続き観光都市・宇治

のブランド力を高めていく必要があります。 
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１．宇治茶ブランド活用戦略 
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 ２．豊富な観光資源の保全・ 

    活用戦略 
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３．観光コンテンツの開発と 

   魅力向上戦略 
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４．おもてなしの心を持った 

人材育成・環境整備戦略 
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５．情報戦略の向上 
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６．外国人観光客(インバウンド 

対策の強化【新規】 
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